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大会長　石 垣 泰 則

このたび第10回日本在宅医学会大会を無事開催することができました．当会が前身である

「在宅医療を推進する医師の会」から発展し，学会として発足から10年目の記念大会であり，

大会長としての重責に緊張の連続でありました．しかし，600名を超す方々にご参加いただ

き，会場におきましては熱のこもったディスカッションが繰り広げられている様子を拝見し，

多くの医師が在宅医療を真剣に考え，学んでいる姿に感銘いたしました．

日本在宅医学会は発足時，その理念として，在宅医療を客観的根拠にもとづく医学として

検証し，その原理を模索，そしてエビデンスを確立することを挙げております．そして，こ

のたび多くの先生方のご協力を得て，目標通り在宅医学の教科書の編纂が完了し，会員の皆

様にお披露目することができたことも大変喜ばしいことでした．この教科書は，すべての会

員の皆様方に配らせていただき，在宅医療のスタンダードとして，在宅専門医から在宅医療

を志す若い医師，学生，在宅医療にかかわる関係者に至るまで活用していただきたいと思い

ます．

来年，鹿児島におきまして第11回日本在宅医学会が開催されます．さらに在宅医療が発展

することと皆様方のご健勝を心からお祈りし，御礼の言葉と代えさせていただきます．




